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今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 2年 シラバス

学習の

ねらい

営業による見方・考え方を働かせ,言語活動を通して,国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成
する。

授業形態

ア ドバイス

など

。L選択者R選択者に分けて投業を進めます。グループ活動や個人での発表を含みます。
・予習として、教材となる文章を読み、意味のわからない謡旬について白主的に調べるようにしていき

ましょう。投業や復習を通じて自分の考えを広げたり深めたりすることを戯掛けましょう。

・本や新聞などを読んで情報収集することを普段から意識するように,せ掛けましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

実社会に踏要な国語の知識

や技術を身に付けている。

論理的、批判的に考える力を仲

ぽすとともに、創造的に考える

力を基い、他者との関わりの中

で伝え合う力を高め、自分の思

いや考えを広げたり深めたりす

ることができている。

営業がもつ価値への認識を深める

とともに、生涯にわたって読書に

親 しみ自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自覚を

深め、言葉を通して他者や社会に

関わろうとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教基カ 理解カ

思考カ

表現カ

自律カ

省察カ

協働カ

主な

評価方法

小テス ト

定期考査

定期考査

レポー ト・活動報告書・観察

課題の取り組み状況

小テス ト

振り退リシート

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

国語 論理国語 2

教科書 :精理論理固謡 (三省堂)

副教材 :「フ
・
レミアムカナ国語便覧 改訂版」(数研出版)

「重要頻出漢宇リアルマスター3300」 (尚文出

版)



学期 学習内容
学習の到違目標

知識・技能   1  患考・半I」断・表現  1主体的に学習に取り組む態度
前
期

・論理力と思考カ

納得の構造

・情報の「メタ」化

・マルジャーナの知恵

・世代間倫理としての環境倫理

学

・文や文章の効果的な組

み立て方や接続の仕方

について理解を深めて

いる。
・主張とその前提や反証

など、情報と情報との関

係について理解を深め

ている。
・論証したり学術的な学

習の基礎を学んだりす

るために養要な語匂の

量を増やし、文章の中

で使うことを通して、語

感を磨き語彙を豊かに

している。
・文章の種類に基づく効

果的な段落の構造や論

の形式など、文章の構

成や展開の仕方にっい

て理解を深めている。

・文章の種類を踏まえて

内容や構成、論理の展

開などを的確に捉え、

論点を明確にしながら

要旨を把握している。
・設定した題材に関連する

複数の文章や資料を基

に、雖要な情報を関係

づけて自分の考えを広

げたり深めたりしてい

る。
・文章の種類を踏まえて、

資料との関係を把握し

内容や構成を的確に:足

えている。

・文や文章の効果的な組

み立て方や接続の仕方

について理解を深め、論

理の展開を的確 に捉

え、文章の内容について

説明したり話し合ったり

しようとしてヽヽる。
・論証したり学術的な学習

の基礎を学んだりする

ために鮎要な器句の量

を増やし、複数の文章や

資料を基に自分の考え

を広げ、論述したり討論

したりしようとしている。
・文章の構成や展開の仕

方について理解を深め、

文章の内容や構成を的

確に捉え、その内容を説

明したり話し合ったりし

ようとしている。
・学習課題を発展させた

読書や研究などをしよう

としている。

後
期

・言葉がつくる女と男

病と科学

・動的平衡

ミロのヴイーナス

・「なぜ」に答えられない科学

・言葉には、言葉そのもの

を認識したり説明したり

することを可能にする働

きがあることを理解して

いる。
・論証したり学術的な学

習の基礎を学んだりす

るために盛要な語旬の

量を増やし、文章の中

で使うことを通して、謡

感を磨き語彙を豊かに

してヽ`る。
・主張とその前提や反証

など情報と情報との関

係について理解を深め

ている。

・関連する文章や資料を

基に、書き手の立場や

目的を考えながら、内

容の解釈 を深めてい

る。
・情報の妥当性や信頼性

を吟味しながら、自分の

立場や論点を明確にし

て、主張を支える迫切な

根拠をそろえている。
・多面的 :多 角的な視点

から自分の考えを見直

したり、根拠や論拠の吟

味を重ねたりして、主張

を明確にしている。
・文章の種類を踏まえて、

資料との関係 を把握

し、内容や構成を的確

|こ i足えている。

・言葉そのものを認識した

り説明したりすることを

可能にする言葉の働き

を理解し、関連する文章

の書き手の立場や目的

を考えながら内容の解

釈を深め、比較して論じ

ようとしている。
・論証したり学術的な学習

の基礎を学んだりする

ために盛要な語旬の量

を増やし、複数の文章や

資料を基に自分の考え

を広げ、論述したり討論

したりしようとしている。
・主張とその前提や反証な

ど情報と情報との関係

について理解を深め、多

面的・多角的な視点か

ら自分の考えを見直し、

考察した内容をまとめよ

うとしている。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科文系2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

国語 古典探究 4

教科書 :「精還古典探究」古文編・漢文編 (二省堂)

副教材 :「プレミアムカラー国語便覧改訂版」(数研出版)

「体系古典文法」(数研出版)

「古文単語 351」 (尚文出版)

「精選漢文」(尚文出版)

学習の

ねらい

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質

能力を身に付ける。

授業形態

アドバイス

など

・『古文」と「漢文jに分けて学習していきます。

・習熱度別で投業を進めます。グループ活動や個人での発表などを含みます。

・予習→投業→復習の積み重ねを続けてください。

・予習では重要語句の意味を調べ、自分の力で現代語訳を考えることが大切です。自分が理解できなかった点

や疑間を持った点を明確にして、目的意識を持って投業に臨んでください。

・しっかり音読してください。音読することで古文や漢文独特の謡調を身に付けることが重要です。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

生涯にわたる社会生活に姓妥

な国語の知識や技術を身に付

けている。

我が国の伝統的な言語文化に

対する理解を深めることができ

ている。

論理的に考える力や深く共感した

り豊かに想像したりする力を身に

付けている。

古典などを通した先人のものの見

方や感じ方との関わりを意識して、

自分の思いや考えを広げたり深め

たりしている。

言葉がもつ価値への認識を深めると

ともに、生涯にわたって吉典に親しみ

自己を向上させ、我が国の言語文化

の担い手としての自党を深め、言葉を

通して他者や社会と関わろうとしてい

る。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教拳カ 理解カ

思考カ

表現カ

自律カ

省察カ

協働カ

主な

評価方法

定期考査・課返考査

レポート等

定期考査・課題考査

レポート等

課題や小テストの取り組み状況

観察

学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能 1  思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前期

「古典を読むということ」

『古今和歌集』「仮名序」

『土佐日記』

『吉今著聞集』「大江山」

『平家物語』「忠度の都落ち」

『枕車子』

「すさまじきもの」

「中納言参り給ひて」

「雪のいと高う降りたるを」

『方丈記』rゅく,IIの流れ」

『徒然車』「あだし野の露消ゆ

・古典の文の成分、文章

の構成や展開の仕方につ

いて理解している。

・古典などを読むことを通

して、我が国の文化の特

質や、我が国と中国など

外国の文化との関係につ

いて理解している。

・古典を読むために捲妥

な文語のきまりや訓読の

きまり、古典特有の表現な

どについて理解している。

・文章の種類を踏まえ、構

成や展開などを的確に捉

えることができる。

・文章の種類を踏まえ、古

典特有の表現に注意して

内奥谷を的確に捉えること

ができる。

・作品の成立した背景や

他の作品との関係を,沓ま

えながら古典作品を読

み、作品の価値について

考察することができる。

・古典作品を読むために

雖要な文語のきまりや訓

読のきまりについて理解

を深めようとする。
・古典特有の表現に注意

して内容を的確に捉えよ

うとする。
・吉典作品の書き手の考

えや目的、意図を捉えて

内容を理解しようとする。
・登場人物の,こ情を、叙述

を根拠として粘り強く理

解しようとする。



る時なく」

故事「画竜点晴」
「病入膏育」

「杞愛」

「塞翁馬」

史伝『史記』

「｀

'鳴

門え会」

・語匂や匂法を正しく理

解 した上で現代語訳が

できる。

`時間
の経過による言葉

の変化や、古典が現代の

言葉の成 り立ちにもた

らした影響について理

解 を深めることができ

る。
・中国の歴史・文化につい

て理解している。

・登場人物の′せ情を文脈

に従って丁事に読むこと

ができる。

・古典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げるこ

とができている。

・古典の作品や文章を多

面的・多角的な視点から

評価することを通して、我

が国の言語文化について

自分の考えを広げたりしS、

かめたりすることができ

る。

・古典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げようと

している。

後期

『大鏡』「花山天皇の出家」

「弓争い」

『源氏物語』

『光源氏の誕生」

「北山の垣間見」

『更級日記』

「源氏の五十余巻」

史伝『史記』

「四面楚歌」

「項工最期」

思想『論語』

『孟子』

『荀子

『老子』

小説『羽と花源記』

・古典の文の成分や順

序、文章の構成や展開の

仕方につぃて理解してい

る。

・古典などを読むことを通

して、我が国の文化の特

質や、我が国と中国など

外国の文化との関係につ

いて理解している。

・古典を読むために挺要

な文語のきまりや訓読の

きまり、古典特有の表現な

どについて理解することが

できる。

・語匂や句法を正しく理

解 した上で現代語訳が

できる。
・文章中にあるしヒ喩の対

象を的確に理解 してい

る。

・中国の歴史・文化につい

て理解している。

・登場人物の戯情を文脈

に従って丁寧に読むこと

ができる。

・孔子と孟子・荀子・老子

の主張と、巧みな説得術

を理解出来る。諸子百家

が生み出された時代背景

を理解している。

・先人のものの見方、感じ

方、考え方に親しみ、自分

のものの見方、感じ方、考

え方を豊かにする読書の

意義と紅業について理解

を深めることができる。

・文章の種類を踏まえ、構

成や展開などを的確に捉

えることができる。

・文章の種類を踏まえ、古

典特有の表現に注意して

内容を的確に子足えること

カドできる。

・作品の成立した背景や

他の作品との関係を踏ま

えながら古典作品を読

み、作品の価値について

考察することができる。

・古典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げるこ

とができている。

・登場人物の′む情を、叙述

を根拠として考えること力゙

できる。

・自分の体験や思いが効

果的に伝わるよう、語匂な

どの表現の仕方を工夫す

ることができる。

・『史記』を著した司馬遅

の歴史に対する認識を理

解できている。

・古典作品を読むために

挺要な文語のきまりやど』ll

読のきまりιこついて理解

を,衆めようとする。
・古典特有の表現に注意

して内容を的確に捉えよ

うとする。
・古典作品の書き手の考

えや目的、意図を提えて

内容を理解しようとする。
・登場人物の

`せ
情を、叙述

を根拠として粘り強く理

解しようとする。
・古典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げたり

深めたりしようとしている。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科理系 。理数科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

国語 古典探究 3

教科書 :「精還古典探究」古文編・漢文編 (三省堂)

副教材 :「プレミアムカラー国語便覧改訂版」(数研出版 )

「体系古典文法」(数研出版)

「古文単語 351j(尚 文出版)
「精選漢文」(尚文出版)

学習の

ねらい

宮業による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・

能力を身に付ける。

授業形態

アドバイス

など

。「古文」と「漢文」:こ分けて学習していきます。

・習熱度別で投業を進めます。グループ活動や個人での発表などを含みます。

・予習→投業→復習の積み重ねを続けてください。

・予習では重要語旬の意味を調べ、自分の力で現代語訳を考えることが大切です。自分が理解できなかった点

や疑間を持った点を明確にして、目的意識を持って投業に臨んでください。
。しっかり音読してください。昔読することで古文や漢文独特の語調を身に付けることが重要です。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

生涯にわたる社会生活に盛要

な国語の知識や技術を身に付

けている。

我が国の伝統的な言語文化に

対する理解を深めることができ

ている。

論理的に考える力や深く共感した

り豊かに想像したりする力を身に

付 |サている。

古典などを通した先人のものの見

方や感じ方との関わりを意識して、

自分の思いや考えを広げたり深め

たりしている。

吉業がもつ価値への認識を深めると

ともに、生涯にわたって古典に親しみ

自己を向上させ、我が国の言語文化

の担い手としての自覚を深め、営業を

通して他者や社会と関わろうとしてい

る。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教基カ 理解カ

思考カ

表現カ

自律カ

省察カ

協働カ

主な

評価方法

定期考査・課題考査

レポート等

定期考査・課題考査

レポート等

課題や小テストの取り組み状況

観察

学期 学習内容
学習の到達目標

知識・技能   | 思考・判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

前期

「古典を読むということ」

『古今和歌集』
r仮名序」

『土佐日記』

『古今者問集』「大江山」

『平家物語』
r忠度の都落ち」

『枕草子』

「すさまじきもの」

「中納言参り給ひて」

「雪のいと高う降りたるを」

『方式記』「ゆく,Hの流れ」

『徒然草』「あだし野の露消ゆ

・古典の文の成分、文章 |

の構成や展開の仕方につ
|

いて理亀畢している。     1
・古典などを読むことを通

|

して、我が回の文化の特

質や、我が国と中国など

外国の文化との関係につ

いて理解している。

・吉典を読むために踏要

な文器のきまりや訓読の

きまり、古典特有の表現な

どについて理解している。

。文章の種類を踏まえ、構

成や展開などを的確に捉

えることができる。

・丈稗の種類を踏まえ、古

典特有の表現に注意して

内容を的確に捉えること

ができる。

・作品の成立した背景や

他の作品との関係を踏ま

えながら古典作品を読

み、作品の価値について

考察することができる。

・古典作品を読むために

X要な文語のきまりや訓
読のきまり|こういて理解

を深めようとする。
・古典特有の表現に注意

して内容を的確に提えよ

うとする。
・古典作品の書き手の考

えや目的、意図を捉えて

内容を理解しようとする。
・登場人物のは情を、叙述

を根拠として粘り強く理

解しようとする。



る時なく」

故事「画竜点晴」

「病人膏盲」

「塞翁馬」

史伝『史記』

「鴻門え会」

・語匂や匂法を工しく理

解 した上で現代語訳が

できる。

・時間の経過による吉業

の変化や、古典が現代の

言葉の成 り立ちにもた

らした影響について理

解を深めることができ

る。
・中国の歴史・文化につい

て理解している。

・登場人物の
`せ
情を文脈

に従って丁寧に読むこと

ができる。

・古典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げるこ

とカヤごきている。

・古典の作品や文章を多

面的・多角的な視点から

評価することを通して、我

が国の言語文化について

自分の考えを広げたりしS、

かめたりすることができ

る。

i・古典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げようと

している。

後期

『大鏡』「花山天皇の出家」

「弓争い」

『源氏物語』

「光源氏の誕生」

「北山の垣間見」

『 見級日記』

「源氏の五十余巻」

史伝『史記』

「四面楚歌」

「項工最期」

思想『論語』

『孟子』

『老子』

・古典の文の成分や順

序、文章の構成や展開の

仕方について理解してい

る。

・古典などを読むことを通

して、我が国の文化の特

質や、我が国と中国など

外国の文化との関係につ

いて理解している。

・古典を読むために踏晏

な文語のきまりや訓読の

きまり、古典特有の表現な

どについて理解することが

できる。

・語匂や句法を正しく理

解 した上で現代語訳が

できる。
・文章中にあるとヒ喩の対

象を的確に理解 してい

る。

・中国の歴史・文化につい

て理解している。

・登場人物のミ情を文脈

に従って丁事に読むこと

ができる。

・孔子・孟子・老子の主張

と、巧みな説得術を理解

出来る。諾子百家が生み

出された時代背景を理解

している。

・文章の種類を踏まえ、構

成や展開などを的確に捉

えることができる。

・文章の種類を踏まえ、古

典特有の表現に注意して

内容を的確に捉えること

ができる。

・作品の成立した背景や

他の作品との関係を踏ま

えながら古典作品を読

み、作品の価値について

考察することができる。

・古典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げるこ

とができている。

・登場人物の
`せ
惜を、叙述

を根拠として考えることが

できるc

・自分の体験や思いが効

果的に伝わるよう、語匂な

どの表現の仕方を工夫す

ることができる。

・『史記』を著した司馬還

の歴史に対する認識を理

解できている。

・古典作品を読むために

盛要な文語のきまりや訓

読のきまりについて理解

を深めようとする。
・古典特有の表現に注意

して内容を的確に捉えよ

うとする。
・古典作品の書き手の考

えや目的、意図を捉えて

内容を理解しようとすると
・登場人物の

`む
情を、叙述

を根拠として粘り強く理

解しようとする。
・古典の作品や文章に表

れているものの見方、感じ

方、考え方を踏まえて、人

間、社会、自然などに対す

る自分の考えを広げたり

深めたりしようとしている。

備考


